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新人紹介　①

白濱　吉起（しらはま　よしき）

小野　昌彦（おの　まさひこ）

産総研 地質調査総合センター 活断層・火山研究部門（活断層評価研究グループ）

産総研 地質調査総合センター 地圏資源環境研究部門（地下水研究グループ）

　2015 年 3 月に東京大学で博士課程を修了し，同

年 4月より活断層・火山研究部門活断層評価研究
グループに産総研特別研究員として配属されまし
た白濱と申します．
　登山が趣味で，山を歩いているうちに地形の成
り立ちに興味を持った結果，変動地形学を専門と
して学んでいます．これまでの研究では，地形デー
タや空中写真を用いての変動地形の判読と活構造
のマッピングを主に行ってきました．そして，宇
宙線生成放射性核種を用いた表面照射年代測定に
よって変動量の指標となる段丘や扇状地といった
堆積地形の形成年代推定を行い，対象とする構造
の変動速度を定量的に明らかにしてきました．博
士課程まではチベット高原北東縁を主な研究対象
地域とし，高原縁辺部の隆起・短縮速度とそれを
もたらす地下の断層構造を推定しました．本グルー
プでは，今年度は新潟県十日町盆地の十日町断層
帯の調査を担当します．その中で，これまでの活

　本年度 4月より任期付研究員として地圏資源環

境研究部門の地下水研究グループに配属された小

野昌彦です．平成 24 年 9月から産総研特別研究員

として勤務しておりました．専門は水文学で，こ

れまでに地層処分に関する地下水研究のプロジェ

クト，知的基盤整備として水文環境図のプロジェ

クトに携わってきました．個別の研究としては，

沿岸域における海底地下水湧出の実態把握や地下

水の塩水化プロセスの解明，地下水年代の推定と

いったテーマに取り組んでおります．

　産総研に着任してから 3年が経過しましたが，

地質調査総合センターには豊富なデータベースが

あって，それらを大いに利用できる環境があると

いうことを実感しています．任期付研究員の期間

断層調査の経験をできるだけ生かしつつ，いち早く戦力と
なれるよう，さらなる知識と経験の習得を目指していく所
存です．産総研での業務はもちろんのこと，社会の安心安
全のため，お役に立てるよう精進して参りますので，今後
ともよろしくお願いいたします．

中にこの環境を十分に活用して，自身の研究を発展させて

行きたいと考えております．また，所内の方々や所外の研

究機関などと連携して新たな研究を展開できればと考えて

おります．今後ともよろしくお願いいたします．
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新人紹介　②

小森　省吾（こもり　しょうご）

伊藤　一充（いとう　かずみ）

産総研 地質調査総合センター地圏資源環境研究部門（物理探査研究グループ）

産総研 地質調査総合センター活断層・火山研究部門（地質変動研究グループ）

　2015年４月より，任期付研究員として地圏資源環
境研究部門　物理探査研究グループへ配属となりまし
た，小森省吾と申します．昨年度まで，活断層・火山
研究部門　マグマ活動研究グループに所属しておりま
した．幼少期に夢中になったダム造り・井戸掘り遊び
（砂場で）をきっかけに地下流体挙動に興味を持ち続

　2015 年 4 月より任期付研究員として地質変動研究グ
ループに配属となりました，伊藤一充と申します．学
部から博士課程まで金沢大学に在籍し，学位取得後は
学振 PDとして英国アベリストゥウィス大学と名古屋大

け，大学院にて，地下流体が関与する地学現象の１
つである火山活動や熱水系の発達を対象とした研
究を行いました．私の専門は電磁気学（＋地下水理
学）です．これまでに，電気探査・AMT法をはじめ
とした物理探査手法を火山体下の熱水系に適用する
ことで，地下の比抵抗構造を明らかにし，さらに，
比抵抗構造と熱水流動のモデル計算の結果とを組
み合わせることで，地下のマグマから放出される火
山ガスの量を推定する手法を考案しました．電磁気
学的手法は、火山地域に限らず，地下水探査や金属
鉱床探査等，様々なフィールドに適用可能な手法で
す．今年度からは地圏資源環境研究部門の一員とし
て自身の研究分野を拡大し，地球科学に対する見識
を一層広め，かつ深化させていきたいと考えていま
す．今後ともご指導ご鞭撻の程，宜しくお願い申し
上げます．

学でそれぞれ約 1年間研究し，2013 年 4 月から 2年間
は地質情報研究部門海洋環境地質研究グループに所属
しておりました．
　専門は地球年代学で，特に堆積物の堆積年代を決定
できるルミネッセンス年代測定法を使った研究を行っ
てきました。学部から博士課程にかけては，湖底堆積
物コア試料を対象とした環境変動解析などを行い，産
業技術総合研究所へ来てからは，それに加え深部地質
環境研究コアとの共同研究で地盤の隆起沈降速度評価
手法の開発のために海成段丘堆積物の年代決定を行っ
てきました．本年度からはその研究をさらに深め，高
レベル放射性廃棄物等の地層処分に係る安全規制のた
め，ネオテクトニクスの将来予測手法・評価手法の開
発に取り組んでまいります． 
　また，自身の研究対象だけでなく，諸先輩方とも研
究を行うことで様々なものにこの手法を適用していけ
たらと思っております．今後ともご指導のほど，どう
ぞよろしくお願いいたします．
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山谷　祐介（やまや　ゆうすけ）

　2015 年 4 月に任期付研究員として再生可能エネル
ギー研究センターの地熱チームに配属となりました，
山谷祐介と申します．2013 年 1 月から 2015 年 3 月ま
では，特別研究員として地質情報研究部門地球物理研
究グループでお世話になりました．つくばでの生活も

気に入っていたのですが，いまとなっては福島市の自
宅から郡山市の研究所への通勤にも慣れ，福島県内で
の生活を満喫しています．
　専門は地球電磁気学で，その中でも電磁法による比
抵抗構造探査を用いた研究を行っています．これまで，
火山地域や断層帯などで探査を実施し，火山や地震の
活動と流体分布を主とする地下構造との関係を明らか
にしてきました．
　着任後は，比抵抗構造探査による地熱貯留層の高精
度モニタリングの実用化を目指し，福島県の柳

やないづにしやま

津西山
地熱発電所周辺を主なフィールドとして研究を進めて
います．安定的かつ豊富な資源量が見込まれる地熱エ
ネルギーは，将来にわたってベースロード電源として
の利用が期待されています．この利用をさらに増進さ
せるべく，産総研内外の研究者・機関と連携協力して
研究開発に励みたいと考えています．今後ともどうぞ
よろしくお願いいたします．

新人紹介　③

産総研 エネルギー・環境領域 再生可能エネルギー研究センター（地熱チーム）

GSJ 交差点（2015 年 9月 7日確認）

☆活断層・火山研究部門（隔月刊）

IEVG ニュースレター（2015 年 8月号）

https://unit.aist.go.jp/ievg/katsudo/ievg_news/index.html
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